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も
く
じ

　

元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
調
査
さ
れ

た
耕
地
や
屋
敷
の
状
況
は
、
元
禄
十
（
一

六
九
七
）
年
に
検
地
帳
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
交
付
さ
れ
た
。
吉
田
家
文
書
の
伊
藤
谷

新
田
と
普
賢
寺
村
の
検
地
帳
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
村
の
経
済
の
概
要
も
見
る
こ
と

が
出
来
る
。

■
両
村
の
概
要　

村
（
新
田
）
の
石
高
と

田
畑
の
比
率
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
伊
藤
谷
新
田
　
一
六
四
石
余

田 

九
八
石
（
60
％
）
畑
六
五
石
（
40
％
）

・
普
賢
寺
村
　
　
二
九
九
石
余

田
二
一
九
石
（
73
％
）
畑
八
〇
石
（
27
％
）

両
村
と
も
に
水
田
中
心
の
村
で
、
石
高
に

換
算
す
る
畑
、
屋
敷
の
ほ
か
、
藪
、
林
、
萱
野
、

芝
野
が
確
認
で
き
る
。

　

反
当
た
り
の
公
定
収
穫
高
を
示
す
斗
代

（
反×

斗
代
＝
高
を
算
出
）
が
両
村
で
次
の

よ
う
に
異
な
る
。
例
え
ば
等
級
が
良
い
上

田
（
じ
ょ
う
で
ん
）
だ
が
、
伊
藤
谷
新
田
は

９
斗
、
普
賢
寺
村
は
１
斗
多
い
１
石
に
な
る
。

　

等
級　
　

伊
藤
谷
新
田　

普
賢
寺
村

　

上
田　
　

９
斗　
　
　
　

１
石

　

中
田　
　

７
斗　
　
　
　

８
斗

　

下
田　
　

５
斗　
　
　
　

６
斗

　

下
々
田　

３
斗　
　
　
　

４
斗

　

上
畑　
　

７
斗　
　
　
　

８
斗

　

中
畑　
　

５
斗　
　
　
　

６
斗

　

下
畑　
　

３
斗　
　
　
　

４
斗

　

下
々
畑　

１
斗　
　
　
　

（
な
し
）

　

屋
敷　
　

７
斗　
　
　
　

８
斗

伊
藤
谷
新
田
と
普
賢
寺
村
と
い
う
隣
同
士

の
村
で
、
土
地
の
生
産
力
に
違
い
が
あ
る

と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
村
の
位
置
づ
け

が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。

■
新
田
と
村　

近
世
後
期
に
地
名
と
な
っ

て
し
ま
う
の
が
「
新
田
」
と
「
村
」
と
い
う

名
称
で
あ
る
が
、
近
世
前
期
に
は
明
確
な

違
い
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
足
立
区

域
で
は
伊
藤
谷
新
田
の
ほ
か
、
嘉
兵
衛
新

田
、
小
右
衛
門
新
田
な
ど
開
発
人
の
名
を

　

文化遺産調査案内① 洒井抱一と中村芳中 …

P1綾瀬・吉田家文書の紹介⑤ …

元
禄
郷
帳
の
写
本　

元
禄
検
地
帳
は
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
成
立
。
結
果
を
反

映
し
た
の
が
全
国
の
村
々
の
台
帳
、
「
元
禄
郷
帳
」
で
、
現
在
は
独
立
行
政
法
人
国

立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
（
「
武
蔵
国
郷
帳
」
下
）
。
右
の
写
真
は
写
本
で
、

右
側
に
伊
藤
谷
新
田
と
普
賢
寺
村
が
記
載
さ
れ
た
部
分
で
す
。
（
当
館
蔵
）

元禄検地帳（吉田家文書）に記された伊藤谷新田と普賢寺村の土地利用

№ 項目 伊藤谷新田 普賢寺村

田1

2

3

4

5

6

7

8

畑・

屋敷

計

屋敷地

藪

林

萱野

芝野

石高 98 石 2 斗 4 升 6 合

面積 17 町 4 反 9 畝 18 歩

石高 65 石 7斗7 升 6 合

面積 15 町 6 反 6 畝 16 歩

石高164 石0斗2升2合

33 町 6 反 1畝 04 歩

屋敷 37、寺 1、蔵屋敷 1

26 か所 1反 9 畝 9 歩

5 か所 3 畝 6 歩

（記載なし）

3 か所 3 畝 4 歩

石高 219 石 6 斗 6 升 5 合

面積 32 町 2 反 3 畝歩

石高 80 石 3 斗 2 升1合

面積 15 町 4 反 7 畝 5 歩

石高299 石 9斗 8升 6合

47 町 7 反 0 畝 5 歩

屋敷 31、寺 1、蔵屋敷 1

16 か所 1反 5 畝 25 歩

15 か所 9 畝 25 歩

9 か所 1反 20 歩

3 か所 1畝 26 歩

綾瀬・吉田家文書の紹介⑤　元禄検地帳（３）

となりあう二つの村の石高について
多  田  文  夫
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冠
し
た
新
田
が
多
い
。
千
住
の
掃
部
新
田

（
の
ち
の
千
住
掃
部
宿
）
も
、
開
発
人
の
石

出
掃
部
介
吉
胤
の
官
途
名
、
掃
部
介
か
ら

名
前
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
新
田
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
新
開
発
の
村
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
地
名
を
冠
し
た
大
谷
田
新
田
や
蒲

原
新
田
も
あ
り
、
普
賢
寺
村
も
慶
長
十
九

（
一
六
一
四
）
年
の
開
発
定
書
で
は
普
賢
寺

新
田
と
し
て
登
場
す
る
。
地
名
と
し
て
の

村
と
新
田
の
違
い
の
他
は
様
々
な
租
税
の

免
除
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
部
で
確
認
さ
れ

て
い
た
が
、
具
体
的
な
様
相
は
資
料
が
見

つ
か
ら
ず
見
え
に
く
か
っ
た
。

■
斗
代
か
ら
見
え
る
「
優
遇
」　
幸
い
、
今

回
の
二
つ
の
地
域
は
隣
接
し
て
い
る
た
め

「
新
田
」
と
「
村
」
の
差
異
を
見
出
し
や
す
い
。

　
石
高
は
そ
の
典
型
で
伊
藤
谷
新
田
は
斗

代
が
低
く
設
定
＝
優
遇
さ
れ
て
い
る
（
年

貢
高
が
少
な
い
）。
こ
の
算
出
さ
れ
た
石
高

だ
が
千
住
宿
の
助
郷
役
（
人
馬
の
提
供
負

担
）
や
用
水
・
治
水
施
設
の
維
持
な
ど
様
々

な
負
担
金
算
出
と
連
動
し
て
い
る
の
で
影

響
は
大
き
い
。

　
ち
な
み
に
本
百
姓
と
考
え
ら
れ
る
屋
敷

持
ち
は
伊
藤
谷
新
田
が
三
七
軒
、
普
賢
寺

村
が
三
一
軒
で
、
伊
藤
谷
新
田
の
方
が
多
く
、

単
純
に
考
え
て
も
労
働
力
は
伊
藤
谷
新
田

の
方
が
勝
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
石
高
は
普
賢
寺
村
の
方
が
多
い
。

も
ち
ろ
ん
幕
府
は
基
本
的
に
年
貢
収
納
率

を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
う
し

た
優
遇
措
置
に
は
、
そ
の
要
因
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
直
接
の
要
因
は
明

　　

　
四
時
に
や
ま
と
新
聞
の
記
者
が
来
庁
し

ま
し
た
。

■
舟
の
貸
与

　
四
時
十
分
に
、
千
住
町
の
鈴
木
熊
次
郎

氏
が
船
舶
一
艘
の
借
入
の
こ
と
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
地
域
全
体
が
浸
水
し
て
い
る

状
況
で
は
、
船
は
交
通
手
段
と
し
て
必
要

不
可
欠
な
も
の
な
の
で
、
住
民
か
ら
の
借

用
希
望
が
多
数
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。『
東

京
朝
日
新
聞
』
八
月
十
七
日
条
に
は
、
南

千
住
の
様
子
と
し
て
、
「
（
役
場
に
は
小
舟

が
）
五
六
艘
遊
ん
で
居
る
の
に
、
そ
の
一

艘
す
ら
我
々
罹
災
民
に
貸
与
せ
ぬ
は
怪
し

か
ら
ぬ

…

」
と
い
う
不
満
の
声
が
載
せ
ら
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記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
検
地
施
行

の
一
〇
〜
二
〇
年
ほ
ど
前
の
延
宝
年
間

（
一
六
八
〇
年
前
後
）
に
行
わ
れ
た
綾
瀬

川
の
新
流
路
開
作
の
影
響
が
大
き
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
伊
藤
谷
新
田
は
綾
瀬
川
で
東
西
に
二
分

さ
れ
、
用
水
路
な
ど
に
も
影
響
が
あ
っ
た

と
思
し
い
。
綾
瀬
川
の
新
流
路
で
二
分
さ

れ
た
村
と
し
て
、
嘉
兵
衛
新
田
、
五
兵
衛

新
田
、
そ
し
て
伊
藤
谷
新
田
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
元
禄
期
に
「
村
」
へ
移
行
し
な

か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
措
置
か
ら
伊
藤
谷
新
田
も
村

と
い
う
位
置
づ
け
を
行
わ
ず
に
お
か
れ
、

普
賢
寺
村
と
の
差
異
が
発
生
し
た
と
推
定

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　■
日
誌
【
八
】
（
明
治
四
十
三
年
水
害
）

　
八
月
十
六
日
は
雨
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
日
も
救
助
活
動
や
議
員
の
救
助
状
況

視
察
な
ど
が
続
き
ま
す
。
八
時
十
五
分
に

郡
職
員
、
東
京
府
職
員
、
農
会
技
手
が
綾

瀬
村
へ
救
助
米
の
こ
と
で
出
張
し
ま
し
た
。

　
九
時
十
五
分
に
東
京
府
の
職
員
が
来
庁

し
ま
し
た
。

　

絵葉書「勅使日野西侍従ノ慰問」　　都立中央図書館所蔵

　人力車に乗って浸水のなかを視察に向かう侍従一行

　
二
時
に
郡
長
は
江
北
村
と
西
新
井
村
へ

出
張
し
ま
し
た
。
同
時
刻
に
東
京
府
職
員

も
同
じ
二
か
村
へ
出
張
し
ま
し
た
。
同
じ

く
同
時
刻
に
、
芝
区
二
本
榎
町
（
現
在
の

港
区
高
輪
一
〜
三
丁
目
あ
た
り
）
の
総
代

が
罹
災
民
へ
の
救
助
の
こ
と
で
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　
三
時
三
十
分
に
罹
災
民
救
助
の
こ
と
で

森
久
保
作
蔵
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
六
　

現
在
の
東
京
都
日
野
市
出
身
。
初
め
自
由

民
権
運
動
に
参
加
し
、
三
多
摩
自
由
党
壮

士
と
し
て
活
動
。
の
ち
東
京
府
会
議
員
を

経
て
、
こ
の
時
は
衆
議
院
議
員
）
の
代
理

人
が
来
庁
し
ま
し
た
。

　
十
時
三
十
分
に
、
京
橋
区
南
金

六
町
の
宇
都
宮
回
漕
店
の
店
員
が

救
助
食
料
品
の
寄
贈
の
件
で
来
庁

し
ま
し
た
。

　
十
一
時
四
十
分
に
花
畑
村
の
職

員
が
来
庁
し
、
白
米
二
百
二
十
俵

を
供
給
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
た

の
で
、
本
日
は
と
り
あ
え
ず
七
十

俵
を
（
綾
瀬
村
へ
引
き
渡
す
百
俵

を
融
通
し
て
）
提
供
し
、
明
日
さ

ら
に
百
五
十
俵
を
提
供
す
る
予
定

と
し
ま
し
た
。

　
正
午
に
綾
瀬
村
に
出
張
し
て
い

た
三
名
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
零
時
五
十
分
に
東
京
府
会
議
員

の
富
岡
彦
太
郎
氏
が
来
庁
し
ま
し

た
。
富
岡
氏
は
明
治
二
十
七
年
と

明
治
三
十
五
年
に
千
住
町
長
を
務

め
た
人
物
で
す
。

行
政
文
書
に
見
る

足
立
区
の
水
害
記
録
（
十
四
）

　
　
　
　
　
　
　  
山
崎 
尚
之
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れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
小
舟
は
払
底

し
て
い
る
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
代
用
品
で
作
っ
た
舟

（
筏
）
、
た
と
え
ば
、
ビ
ヤ
樽
や
竹
、
箱
、
角
材
、

大
桶
、
戸
板
、
酒
樽
を
結
ん
だ
も
の
な
ど

…

が
使
わ
れ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

四
時
四
十
分
に
二
六
新
聞
社
員
の
本
吉

豊
次
郎
氏
が
来
庁
し
、
義
援
金
百
七
十
五

円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

九
時
に
江
北
村
と
西
新
井
村
に
出
張
し

て
い
た
郡
長
た
ち
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

六
時
に
千
住
中
組
の
鈴
木
三
次
郎
氏
が

小
船
一
艘
を
曳
い
て
き
た
の
で
借
り
上
げ

ま
し
た
。

■
死
者
の
発
生

　

西
新
井
村
大
字
本
木
の
男
性
（
四
十
二

歳
）
が
、
十
二
日
午
前
中
に
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
五
日
に
溺
死
体

で
発
見
さ
れ
た
と
の
報
告
が
郡
長
巡
視
中

に
あ
り
ま
し
た
。
四
十
三
年
の
水
害
で
は
、

東
京
府
内
で
四
十
五
人
の
死
者
と
七
人
の

行
方
不
明
者
が
発
生
し
ま
し
た
。
損
害
家

屋
は
、
東
京
府
内
で
約
二
万
七
千
戸
、
床

上
浸
水
約
十
三
万
戸
、
浸
水
面
積
二
百
一

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
足
立
区
の
約
四
倍

の
面
積
）
と
、
損
害
家
屋
等
の
規
模
は
後

年
の
台
風
被
害
と
比
較
し
て
大
き
い
の
で

す
が
、
亡
く
な
っ
た
人
数
は
被
害
規
模
に

比
較
す
る
と
少
数
で
し
た
。

■
侍
従
の
差
遣
通
知

　

夜
十
二
時
に
日
野
西
侍
従
（
明
治
天
皇

侍
従

 

日
野
西
資
博
、
後
に
子
爵　

一
八
七

〇
〜
一
九
四
二
）
が
差
遣
さ
れ
る
と
東
京

　

府
よ
り
電
報
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
水
害

地
視
察
は
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
行
わ
れ
、

南
足
立
郡
に
は
十
八
日
に
来
て
千
住
の
千

寿
小
学
校
と
千
寿
第
二
小
学
校
の
救
護
所

を
訪
れ
る
予
定
と
、
『
東
京
日
日
新
聞
』

八
月
十
七
日
条
に
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
明

治
四
十
三
年
の
水
害
は
大
災
害
で
あ
っ
た

た
め
、
当
時
の
先
端
的
な
広
報
メ
デ
ィ
ア

で
あ
る
絵
葉
書
で
も
様
々
な
図
像
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
日
野
西
侍
従

の
視
察
の
様
子
が
印
刷
さ
れ
た
も
の
も
い

く
つ
か
存
在
し
ま
す
。
天
皇
の
側
近
く
に

仕
え
る
「
高
貴
」
な
人
物
が
水
害
被
災
地

を
視
察
す
る
様
子
は
、
絵
葉
書
の
対
象
に

も
な
る
珍
し
い
も
の
と
し
て
好
奇
な
眼
差

し
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
館
専
門
員
）

　　

江
戸
後
期
か
ら
明
治
、
大
正
に
か
け
て

足
立
に
は
大
農
家
、
商
家
が
繁
栄
し
、
多

く
の
素
封
家
（
富
裕
層
）
が
登
場
し
ま
し
た
。

谷
文
晁
門
人
絵
師
を
生
ん
だ
上
沼
田
村

（
現
江
北
地
域
の
一
部
）
の
大
農
家
舩
津

家
を
は
じ
め
、
千
住
宿
（
現
千
住
地
域
）

で
俳
諧
師
で
あ
っ
た
接
骨
医
名
倉
家
、
千

住
の
琳
派
絵
師
を
支
え
た
薬
問
屋
若
田
家

な
ど
数
多
く
の
家
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
博
物
館
で
は
、
そ
う
い
っ
た
名
家
の

　

な
が
ら
江
戸
の
文
人
文
化
に
隆
盛
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

門
人
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
抱
一
に
次

い
で
琳
派
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
鈴
木

其
一
（
す
ず
き
き
い
ち
）
で
、
家
は
抱
一

の
住
居
（
後
述
）
の
隣
に
あ
り
ま
し
た
。

　

抱
一
が
足
立
と
深
く
か
か
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
同
い
年
の
文
人
絵
師
で
俳

諧
師
だ
っ
た
建
部
巣
兆
（
た
け
べ
そ
う

ち
ょ
う
。
別
稿
予
定
）
と
交
流
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
抱
一
が
巣
兆
没
後
に
記
し
た
追
悼
文

中
で
は
巣
兆
を
「
友
」
と
よ
ん
で
い
ま
す

（
巣
兆
没
後
発
行
句
集
「
曽
波
可
理
」
早

稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
。

■
千
住
と
雨
華
庵　

さ
て
、
抱
一
と
巣
兆

の
交
流
は
、
地
理
的
な
要
因
も
無
視
で
き

ま
せ
ん
。
抱
一
は
江
戸
市
中
で
幾
度
か
転

居
し
ま
し
た
が
、
最
も
中
心
と
な
っ
た
の

は
下
谷
根
岸
の
雨
華
庵
（
う
げ
あ
ん
）
で

し
た
。
現
在
の
台
東
区
根
岸
五
丁
目
十
一

　

酒井抱一像　野村文紹「肖像」（部分）

国立国会図書館デジタルコレクションより

　

実
名
は
酒
井

忠
因
（
た
だ
な

お
）
と
い
い
姫

路
藩
主
の
酒
井

忠
以
（
た
だ
ざ

ね
）
の
実
弟
と

い
う
上
級
武
士

で
す
。
出
家
し

て
江
戸
市
中
に

庵
を
か
ま
え
実

家
の
酒
井
家
か

ら
支
援
を
受
け

　
伝
え
た
数
々
の
美
術
、
文
化
の
遺
産
を
調

査
研
究
し
、
所
蔵
者
の
ご
協
力
と
ご
理
解

を
得
な
が
ら
文
化
遺
産
調
査
特
別
展
と
し

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
調
査
研
究
の
成
果
や
背
景
に

つ
い
て
本
号
か
ら
人
物
や
地
理
な
ど
の
切

り
口
で
、
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１　

江
戸
の
絵
師
た
ち

（
１
）
江
戸
琳
派
の
祖　

酒
井
抱
一

　

こ
れ
ま
で
足
立
と
は
一
時
的
な
関
係
と

思
わ
れ
て
い
た
江
戸
の
絵
師
や
文
人
た
ち

と
の
関
わ
り
が
、
調
査
の
結
果
、
日
常
的

な
交
流
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
門
人

た
ち
も
足
立
で
活
躍
し
、
多
く
の
作
品
が

伝
来
し
て
い
る
様
子
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

■
抱
一
と
交
流　

江
戸
琳
派
の
祖
、
酒
井

抱
一
（
さ
か
い
ほ
う
い
つ
。
一
七
六
一
〜

一
八
二
八
）
。　

文
化
遺
産
調
査
案
内
①

人
物  

さ
か
い

 

ほ
う
い
つ

酒
井
抱
一
と

な
か
む
ら

 

ほ
う
ち
ゅ
う

中
村
芳
中



足 立 史 談

番
の
一
角
で
す
。
い
ま
で
は
金
杉
通
り
の

北
側
の
住
宅
街
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
巣
兆
の
庵
は
、
い
く
つ
か
説

が
あ
り
ま
す
が
、
墨
堤
通
り
の
南
側
、
現

在
の
千
住
河
原
町
二
九
番
付
近
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
（
郷
土
史
家
・
福
島
憲

太
郎
氏
に
よ
る
）
。

　

抱
一
の
雨
華
庵
と
巣
兆
の
庵
は
、
直
線

距
離
で
二
・
三
㎞
、
江
戸
時
代
の
道
を
考

え
て
も
二
・
五
㎞
程
度
で
す
。
徒
歩
で
三

　

の
集
団
の
交
流
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後
、

明
治
期
を
迎
え
て
も
続
き
、
長
く
美
術
と

文
化
を
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
く
に
鈴
木
其
一
の
門
人
だ
っ
た
村
越

其
栄
（
む
ら
こ
し
き
え
い
）
は
、
下
谷
根

岸
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
保
十
一

（
一
八
四
〇
）
年
に
千
住
に
移
住
し
、
子

の
向
栄
と
と
も
に
千
住
の
琳
派
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
京
出
身
の
絵
師　

中
村
芳
中

　

も
う
一
人
、
足
立
と
抱
一
の
か
か
わ
り

で
紹
介
す
べ
き
人
物
が
中
村
芳
中
（
な
か

む
ら
ほ
う
ち
ゅ
う　

？

〜
一
八
一
九
）
で

す
。
京
都
の
人
で
京
大
坂
を
中
心
に
活
躍

し
て
い
た
絵
師
の
一
人
で
す
。

　

寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
に
江
戸
へ

下
向
し
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
、
芳
中
と
か

か
わ
り
を
持
っ
た
の
が
建
部
巣
兆
で
し

た
。

■
徳
万
歳　

翌
年
の
寛
政
十
二
（
一
八
〇

〇
）
年
に
巣
兆
は
酒
屋
の
主
人
と
い
わ
れ

る
千
住
連
の
燕
市
（
え
ん
い
ち
）
の
選
に

よ
る
「
徳
万
歳
」
（
と
く
ま
ん
ざ
い
）
と

い
う
句
集
を
出
版
し
ま
す
。
こ
の
句
集
に

挿
絵
を
描
い
た
の
が
芳
中
で
し
た
（
『
日

本
俳
書
大
系　

十
三
』
昭
和
二
・
一
九
二

七
年
、
日
本
俳
書
大
系
刊
行
会
）
。
句
集

に
挿
絵
を
描
く
の
で
す
か
ら
芳
中
と
巣
兆

の
関
係
は
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

「
徳
万
歳
」
に
は
も
う
一
人
、
千
住
の

　

第 627 号（4）令和 2年 5月

人
物
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
跋
文
を
記
し

た
一
啓
斎
路
川
（
い
っ
け
い
さ
い
ろ
せ
ん
）

で
す
。
駿
河
国
鞠
子
（
現
静
岡
市
静
岡
区
）

の
人
で
千
住
宿
に
住
み
、
家
塾
教
師
と
し

て
書
や
句
読
を
教
え
て
暮
ら
し
た
人
物
で

す
。
門
弟
た
ち
が
建
立
し
た
、
「
一
啓
斎

路
川
句
碑
」
は
千
住
仲
町
の
源
長
寺
に
あ

り
足
立
区
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
溜
屋
甚
兵
衛
と
は　

研
究
が
進
ん
で
い

る
一
方
で
、
あ
ら
た
な
謎
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
「
徳
万
歳
」
で
俳
句
を
撰
し
た
燕

市
は
実
名
が
「
溜
屋
甚
兵
衛
」
で
あ
る
こ

と
が
判
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
人

物
が
実
際
に
千
住
の
町
人
・
商
人
と
し
て

ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
か
、
ま
た
、
現
在
、

家
が
存
続
し
て
い
る
の
か
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
千
住
四
丁
目
に
は
、
溜
屋
（
た

ま
り
や
）
近
藤
商
店
が
あ
り
、
一
度
お
尋

ね
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
十
八
世
紀
末
の
甚
兵
衛
に
つ
い
て
は

不
明
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

（
地
域
文
化
課
文
化
遺
産
調
査
担
当
係
）

　

千住宿と根岸　関係地図　明治１３（1880）年測量、明治３０（1897）年修正版

の「下谷区」（二万分一、当館蔵）

「
足
立
史
談
」
を
郵
送
し
ま
す

　

郵
送
用
の
封
筒
に
、
お
送
り
先
を
ご
記

入
の
う
え
、
８
４
円
切
手
を
貼
付
し
、
郷

土
博
物
館
に
お
送
り
下
さ
い
。「
〇
月
号

史
談
送
付
希
望
」
と
お
書
き
添
え
下
さ
い
。

　

郷
土
博
物
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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〇
〜
四
〇
分
ほ
ど
の
距
離
で
、
徒
歩
中
心

の
江
戸
時
代
で
は
遠
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

抱
一
は
下
谷
組
と
い
う
文
人
た
ち
と
深

く
交
流
し
て
い
ま
し
た
。
先
の
鈴
木
其
一

の
ほ
か
、
谷
文
晁
、
書
家
の
亀
田
鵬
斎
、

市
河
米
庵
ら
が
、
そ
の
代
表
で
す
。
巣
兆

は
千
住
河
原
町
の
文
人
絵
師
、
坂
川
屋
鯉

隠
（
さ
か
が
わ
や
り
い
ん
）
を
は
じ
め
と

す
る
俳
諧
の
連
、
千
住
連
を
率
い
て
い
ま

し
た
。
こ
の
二
人
の
出
会
い
は
そ
れ
ぞ
れ
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